




















































































































































































































2．CREのβ - ラクタマーゼ遺伝子保有状況
　CRE のカルバペネム耐性はカルバペネマー
ゼの産生，あるいは外膜タンパクの変化を伴っ
たβ - ラクタマーゼの産生量の増加による．
Enterobacter 属菌などは，染色体性の AmpC β
- ラクタマーゼの産生と膜の透過性低下よりカル
バペネム耐性を示すことが知られている． 
　CRE の中でもカルバペネマーゼ ( カルバぺネ
ム分解酵素 ) を産生する腸内細菌科細菌は，β -
ラクタム剤以外の抗菌薬に耐性となる場合も多
く，予後が悪いと報告されている．また，カルバ
ペネマーゼ遺伝子はほとんどがプラスミド上に存
在していることが知られており，腸内細菌科の他
菌種に容易に伝播する可能性がある．そのため，
CRE として届出対象となった菌株がカルバペネ
マーゼを産生するかどうかを鑑別することは院内
感染対策上重要である [4]．
　県内の医療機関で分離された CRE 感染症患者
由来 19 株のカルバペネマーゼ遺伝子，ESBL 遺
伝子，AmpC β - ラクタマーゼ遺伝子の保有状
況を表 3 に示した．19 株のうち，1 株から IMP
型カルバペネマーゼ遺伝子が検出された．部分的
シークエンス解析の結果，IMP-1 型と推定され
た．ESBL 遺伝子については検出されなかったが，
AmpC β - ラクタマーゼ遺伝子が 2 株 (DHA 型，
EBC 型各 1 株 ) から検出された．

　CRE 感染症においては，カルバペネマーゼ産
生性の鑑別やカルバペネマーゼ遺伝子の型別の必
要性が増しており，CRE の発生動向には今後も
注視する必要がある．
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IMP 型 VIM-2 型 NDM 型 KPC 型 OXA-48 型 TEM型 SHV型 CTX-M-1 group CTX-M-2 group CTX-M-9 group MOX型 CIT型 DHA型 ACC型 EBC型 FOX型

Klebsiella aerogenes (12) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Enterobacter cloacae (2) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Citrobacter braakii (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Enterobacter cloacae complex(1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

Morganalla morganii (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
Citrobacter freundii (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Enterobacter sp.(1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

菌種名 (数)
カルバぺネマーゼ遺伝子 基質特異性拡張型βラクタマーゼ(ESBL)遺伝子 AmpCβラクタマーゼ遺伝子
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表 3．CRE患者由来株からのβ・ラクタマーゼ遺伝子検出状況
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富山県内で分離された溶血性レンサ球菌の血清型および薬剤感受性
（2018 年）

目的：A 群溶血性レンサ球菌（溶レン菌）は，咽
頭炎，膿痂疹など様々な感染症の起因菌となる．
感染症法では，本菌による咽頭炎は小児科定点
報告の 5 類感染症に位置づけられており，富山
県における 2018 年の患者報告数は，2,258 人

（77.86/ 定点）であった．
　また、溶レン菌は、症状の進行が早く，致命率
の高い重篤な劇症型の疾患を引き起こすことがあ
る . 劇症型溶血性レンサ球菌感染症は，五類感染
症として全数報告が義務付けられている．本県に
おける劇症型溶血性レンサ球菌感染症の届出数
は，例年 10 件前後であるが，2018 年は 20 件の
報告があった . これらの患者から分離される溶レ
ン菌は A 群が最も多いが，近年では，B 群や G
群の割合も増えている [1]. 劇症型となる要因や発
生機序は未だ明らかではない．
　近年は，A 群溶レン菌のマクロライド系やリン
コマイシン系薬剤に対する耐性株の増加が問題と
なっているため , その動向には注意が必要である
[2]．
　当所では，衛生微生物技術協議会溶血レンサ球
菌レファレンスセンターの東海・北陸支部セン
ターとして，A 群溶レン菌の血清型別や劇症型溶
レン菌感染症由来株の収集および疫学調査を実施
している．ここでは，2018 年に富山県内で分離
された A 群溶レン菌の血清型別の結果および劇症
型溶レン菌感染症の調査結果について報告する．

材料と方法：
⑴　A 群溶レン菌の血清型別
供試菌株
　2018 年に富山県内の 1 医療機関で患者から分
離された A 群溶レン菌 22 株である .
T 型別試験
　供試菌株 22 株について，T 型別を実施した．
型別は「T 型別用免疫血清」（デンカ生研）を用
いてスライド凝集反応にて行った． 
⑵　劇症型溶血性レンサ球菌感染症由来株の調査
　2018 年に富山県内で届出された劇症型溶レン
菌感染症は 20 例であった．このうち 19 症例に
ついて , 菌株の収集および調査を実施した．

結果と考察：
⑴　A 群溶レン菌の T 型別
　2018 年に分離された A 群溶レン菌の T 型別結
果を Table 1 に示した．分離された溶レン菌の T
型は，T-B3264 型（7 株，31.8％），T-28 型（3
株，13.6%），T-1 型，T-6 型，T-12 型，T-13 型，
T-22 型，T-25 型 ( 各 1 株，4.5%)，型別不能（2
株，9.1%）であった．4 株は発育しなかったた
め T 型別を行わなかった．
⑵　劇症型溶血性レンサ球菌感染症由来株の調査
　群別試験の結果，A 群 7 株，B 群 3 株，C 群
1 株，G 群 8 株であった．A 群 7 株の血清型は，
TB3264 型 3 例，T1 型，T12 型 各 1 例， 型 不
明 2 例であった．薬剤感受性については，3 株
で CPFX 低感受性のほか，EM，CLDM，MINO

1．富山市民病院

内田　薫　　綿引　正則　　木全　恵子　　加藤　智子
金谷　潤一　加藤　陽子 1　　柴山　直美 1　　堀江　妙子 1

磯部　順子

Serotypes  and  Antibiotic  Susceptibilities  of  Clinical  Hemolytic
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耐 性 , CPFX,MINO 耐 性，EM 耐 性，CPFX 耐
性，MINO 低感受性がそれぞれ 1 株であった．
これら以外の 11 株は 12 薬剤に感受性であった
(Table2).
　近年，A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点あた
り報告数は減少傾向にある．しかし，劇症型溶血
性レンサ球菌感染症の報告数は増加傾向にあり，
A 群溶レン菌および G 群溶レン菌が多く分離さ

れている．今後も動向を注視する必要があると考
えられる．

文　　献

1．病原微生物検出情報，(2015)．36, 7–8
2．�奥野ルミ，久保田寛顕，内谷友美，他．病原

微生物検出情報，(2015)．36, 6

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec No. ％
T-1 1 1 4.5
T-2 0 0.0
T-3 0 0.0
T-4 0 0.0
T-6 1 1 4.5
T-8 0 0.0
T-9 0 0.0
T-11 0 0.0
T-12 1 1 4.5
T-13 1 1 4.5
T-18 0 0.0
T-22 1 1 4.5
T-23 0 0.0
T-25 1 1 4.5
T-28 1 1 1 3 13.6
T-B3264 1 1 1 1 2 1 7 31.8
T-Imp.19 0 0.0
T-5/27/44 0 0.0
T-14/49 0 0.0
UT* 1 1 2 9.1
NT** 1 2 1 4 18.2

2 4 1 2 3 0 1 5 1 2 1 0 22 100.0

*:Untypable
**:Not typed

Total

Total

T type
No. of Isolates

Table 1 Monthly Distribution of T Serotypes of Clinical Group A Hemolytic Streptococci in Toyama, 2018

 
 

Month Age Sex Group Serotype emm spe Resistance to antibiotic

2018/1 80 F A TB3264/MUT emm89.0 BCF CPFX(low sensitivity)

2018/1 90 F A TB3264/MUT emm89.0 BCF CPFX(low sensitivity)

2018/1 50 M B Ⅴ EM,CLDM,MINO

2018/2 80 F G stG166b.0

2018/2 80 M G stC5345.1

2018/2 30 M A T1/M1 emm1.0 ABF EM

2018/3 70 F G stG6792.3

2018/3 70 M G stG485.0

2018/3 60 M A TB3264/MUT emm89.0 BCF CPFX(low sensitivity)

2018/4 50 F B Ⅰb CPFX

2018/5 80 F G stG6792.3

2018/6 70 F C stC1400.0

2018/6 90 M G stG6792.11

2018/7 70 F A UT emm89.0 BF

2018/8 80 F A UT emm89.0 BCF

2018/8 70 M G stG6792.3

2018/10 80 F B Ⅴ

2018/10 80 F A T12/MUT emm50.0 BCF CPFX,MINO

2018/11 80 M G stG4222.0 MINO(low sensitivity)

*: Untypable

Table 2　Cases of  Streptococcus-induced Toxic Shock Syndrome in Toyama, 2018
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富山県における 2018 年の病原微生物検出情報

Pathogenic Bacteria  Isolated  in  Toyama  Prefecture,  2018

Kaoru  UCHIDA,  Masanori  WATAHIKI,  Keiko  KIMATA,  Tomoko  KATO,
Jun-ichi  KANATANI  and  Junko  ISOBE

　われわれは県内 10 か所の公立病院検査室，4
か所の富山県厚生センター，富山市保健所，衛生
研究所を定点として病原細菌の検出情報を収集し
ている．2018 年 1 月から 12 月までの検出情報
を検出材料別および菌種別に集計した．公立病院
検査室で分離された黄色ブドウ球菌については，
メチシリン耐性ブドウ球菌（MRSA）の割合を本
文中に示した．
　菌種別では，大腸菌が 4,617 株と最も多く検
出され，26.8% であった．次いで，黄色ブドウ
球菌が 2,666 株 (15.5%)，インフルエンザ菌が
1,502 株 (8.7%)，コアグラーゼ陰性ブドウ球菌
1,466 株 (8.5%) であった ( 図 1)．
　検出材料別分離割合は，尿からの分離が 6,445
株と最も多く，その割合は 37.4% であった．続
いて喀痰，気管吸引液および下気道の材料からの
分離数が 4,084 株 (23.7%)，血液からの分離数が
2,290 株 (13.3%) であった ( 表 1)．これらの材料
からの分離報告数で全体の 74% を占めている．
　以下に材料別の分離状況について報告する．
糞便：分離株総数は 1,124 株で，前年の 100.4％
であった．最も多かったのは大腸菌 554 株で，
前年の 549 株から増加した．腸管出血性大腸菌

（EHEC/VTEC）は，血清群 O157 が 10 株，O26
が 10 株，O111 が 3 株，O128 が 2 株，O118
が 1 株，合計 26 株分離された . 次に多かったの
は黄色ブドウ球菌 265 株（そのうち MRSA は
38.1％）であり，前年の 109.1％であった．カン
ピロバクターは 179 株で前年の 89.5％であった．
また，EHEC 以外の 3 類感染症では，Shigella 
sonnei が 1 株分離された． 
穿刺液：分離株総数は 333 株で前年の 100.3％
であった．黄色ブドウ球菌（MRSA は 26.7％），
Anaerobes，大腸菌が多く分離された
髄液：分離株総数は 6 株 ( 前年は 1 株 ) であった．
血液：分離株総数は 2,290 株で前年の 106.3％
であった．大腸菌，コアグラーゼ陰性ブドウ球菌，
黄色ブドウ球菌（MRSA は 34.8％）が多く分離
された．3 類感染症としてパラチフス A 菌が 1
株分離された．
咽頭および鼻咽喉：分離株総数は 1,667 株で前
年の 121.7％であった．インフルエンザ菌，肺炎
球菌，A 群溶レン菌が多く分離された．
喀痰，気管吸引液および下気道：分離株総数は
4,084 株で前年の 105％であった．黄色ブドウ球
菌（MRSA は 43.9％）が最も多く，緑膿菌，肺

内田　薫　　綿引　正則　　木全　恵子　　加藤　智子
金谷　潤一　　磯部　順子

 

分離材料 分離数 分離率(%)

尿 6,445 37.4
喀痰､気管吸引液および下気道の材料 4,084 23.7
血液 2,290 13.3
咽頭および鼻咽喉からの材料 1,667 9.7
陰部尿道頸管擦過（分泌）物 1,284 7.5
糞便 1,120 6.5
穿刺液（胸水、腹水、関節液など） 333 1.9
髄液 6 0.0
合計 17,229 100.0

表１. 病原微生物材料別分離数及び割合表１．病原微生物材料別分離数及び割合
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炎桿菌，インフルエンザ菌，肺炎球菌なども多く
分離された．
尿：分離株総数は 6,445 株で前年の 102.6％で
あった．大腸菌が最も多く分離され，腸球菌，コ
アグラーゼ陰性ブドウ球菌，肺炎桿菌なども多く
分離された．
　陰部尿道頸管擦過（分泌）物：分離株総数は
1,284 株で前年の 99.9％であった．B 群溶レン

菌 ,Candida albicans が多く分離された． 

謝　　辞

　県内 10 か所の公立病院と 4 か所の富山県厚生
センター，富山市保健所の検査担当各位に感謝い
たします．

図 1. 2018 年県内で検出された病原微生物の報告数

 

 
 

図1. 2018年県内で検出された病原微生物の報告数 
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月別・菌種別の病原微生物検出状況（2018） 

1) 分離材料：糞便

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Salmonella  Typhi 0
Salmonella  Paratyphi A 0
Salmonella  O4 5 1 6
Salmonella  O7 1 2 1 3 1 2 1 2 2 1 16

Salmonella  O8 2 1 1 2 1 2 1 10
Salmonella  O9 0
Salmonella  O9,46 (D2) 0
Salmonella  O3,10 (E1,E2,E3) 0

Salmonella  O1,3,19 (E4) 0
Salmonella  O13 (G1, G2) 0
Salmonella  O18 (K) 0
Salmonella　その他 2 2

Salmonella　群不明 1 1
Yersinia enterocolitica 1 2 1 4
Yersinia pseudotuberculosis 0
Vibrio cholerae  O1 :El Tor,Ogawa,CT(+) 0

Vibrio cholerae  O1 :El Tor,Ogawa,CT(-) 0
Vibrio cholerae  O1 :El Tor,Inaba,CT(+) 0
Vibrio cholerae  O1 :El Tor,Inaba,CT(-) 0
Vibrio cholerae  O139,CT(+) 0

Vibrio cholerae  O139,CT(-) 0
Vibrio cholerae  O1,139以外 0
Vibrio parahaemolyticus 1 1
Vibrio fluvialis 0

Vibrio mimicus 0
Aeromonas 1 1 0 0 1 0 1 4 3 4 2 3 20
Plesiomonas shigelloides 1 1 2
Campylobacter 14 6 18 31 11 11 12 26 15 13 11 11 179
Staphylococcus aureus 23 26 19 22 22 17 19 27 18 23 25 24 265
Clostridium perfringens 1 1 9 4 8 1 8 11 6 12 61
Clostridium botulinum E 0
Clostridium botulinum E以外 0
Bacillus cereus 1 1 2
Bacillus thuringiensis 0
Entamoeba histolytica 0
Escherichia coli 組織侵入性 2 1 1 1 1 1 1 8
Escherichia coli 毒素原性 1 1 1 1 4
Escherichia coli 病原大腸菌 34 23 24 35 29 29 29 48 41 42 32 32 398
Escherichia coli EHEC/VTEC 3 4 12 4 1 1 1 26
Escherichia coli その他,不明 15 15 15 9 9 6 13 8 5 10 3 10 118
Shigella dysenteriae　型（　） 0
Shigella dysenteriae　型（　） 0
Shigella flexner i　型（　） 0
Shigella flexneri 　型（　） 0
Shigella boydii 　型（　） 0
Shigella boydii 　型（　） 0
Shigella sonnei 1 1
Shigella  群不明 0

合　　計 93 75 90 104 84 78 92 128 97 107 83 93 1124

注：（ ）内は海外旅行者分再掲、○で囲んだ数字は同一フォーカスからの分離株を含む。

月別・菌種別の病原微生物検出状況（2018）
１）分離材料：糞便

注：（　）内は海外旅行者分再掲、○で囲んだ数字は同一フォーカスからの分離株を含む。
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2) 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 2 3 6 3 5 4 4 6 7 7 6 9 62
Klebsiella pneumoniae 1 2 2 2 5 2 1 4 3 1 5 3 31
Haemophilus influenzae 0
Neisseria meningitidis 0
Pseudomonas aeruginosa 1 3 1 2 3 2 4 2 18
Mycobacterium spp. 0
Staphylococcus aureus 3 1 6 8 7 3 9 8 7 12 12 10 86
Staphylococcus  ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 2 3 3 1 6 4 2 4 6 5 7 7 50
Streptococcus pneumoniae 1 1
Anaerobes 4 1 10 8 12 5 7 10 6 7 9 6 85
Mycoplasma pneumoniae 0

合　　計 13 10 27 22 38 19 25 35 32 32 43 37 333  

 
3) 分離材料：髄液 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 1 1 2
Haemophilus influenzae 0
Neisseria meningitidis 0
Listeria monocytogenes 0
Staphylococcus aureus 1 1
Streptococcus ,B 1 1 2
Streptococcus pneumoniae 1 1

合　　計 1 1 0 2 0 0 0 0 1 0 1 0 6  
 
4) 分離材料：血液 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 88 63 65 59 57 76 88 86 58 79 80 79 878
Salmonella Typhi 0
Salmonella Paratyphi A 1 1
Salmonella  spp. 1 1 2
Haemophilus influenzae 1 2 1 2 2 8
Neisseria meningitidis 0
Pseudomonas aeruginosa 10 6 2 7 6 1 7 4 10 4 6 4 67
Staphylococcus aureus 34 28 22 26 26 13 25 25 18 21 26 29 293
Staphylococcus  ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 78 64 55 54 55 66 82 81 81 75 56 63 810
Streptococcus ,B 5 1 5 6 1 3 5 1 6 1 2 36
Streptococcus pneumoniae 5 6 3 4 1 3 2 3 3 1 31
Anaerobes 10 17 11 8 16 13 16 21 13 15 9 15 164
Plasmodium  spp. 0

　合　　計　 231 185 164 166 162 175 225 217 183 204 183 195 2290  

 
5) 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Bordetella pertussis 0
Haemophilus influenzae 62 58 75 92 134 124 75 51 59 71 66 98 965
Neisseria meningitidis 0
Streptococcus ,A 9 13 21 10 15 11 6 8 6 5 9 11 124
Streptococcus pneumoniae 21 36 33 55 69 57 48 32 49 64 56 58 578
Corynebacterium diphtheriae 0

合　　計 92 107 129 157 218 192 129 91 114 140 131 167 1667  
 
 
 
 

２）分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など）

 

2) 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 2 3 6 3 5 4 4 6 7 7 6 9 62
Klebsiella pneumoniae 1 2 2 2 5 2 1 4 3 1 5 3 31
Haemophilus influenzae 0
Neisseria meningitidis 0
Pseudomonas aeruginosa 1 3 1 2 3 2 4 2 18
Mycobacterium spp. 0
Staphylococcus aureus 3 1 6 8 7 3 9 8 7 12 12 10 86
Staphylococcus  ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 2 3 3 1 6 4 2 4 6 5 7 7 50
Streptococcus pneumoniae 1 1
Anaerobes 4 1 10 8 12 5 7 10 6 7 9 6 85
Mycoplasma pneumoniae 0

合　　計 13 10 27 22 38 19 25 35 32 32 43 37 333  

 
3) 分離材料：髄液 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 1 1 2
Haemophilus influenzae 0
Neisseria meningitidis 0
Listeria monocytogenes 0
Staphylococcus aureus 1 1
Streptococcus ,B 1 1 2
Streptococcus pneumoniae 1 1

合　　計 1 1 0 2 0 0 0 0 1 0 1 0 6  
 
4) 分離材料：血液 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 88 63 65 59 57 76 88 86 58 79 80 79 878
Salmonella Typhi 0
Salmonella Paratyphi A 1 1
Salmonella  spp. 1 1 2
Haemophilus influenzae 1 2 1 2 2 8
Neisseria meningitidis 0
Pseudomonas aeruginosa 10 6 2 7 6 1 7 4 10 4 6 4 67
Staphylococcus aureus 34 28 22 26 26 13 25 25 18 21 26 29 293
Staphylococcus  ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 78 64 55 54 55 66 82 81 81 75 56 63 810
Streptococcus ,B 5 1 5 6 1 3 5 1 6 1 2 36
Streptococcus pneumoniae 5 6 3 4 1 3 2 3 3 1 31
Anaerobes 10 17 11 8 16 13 16 21 13 15 9 15 164
Plasmodium  spp. 0

　合　　計　 231 185 164 166 162 175 225 217 183 204 183 195 2290  

 
5) 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Bordetella pertussis 0
Haemophilus influenzae 62 58 75 92 134 124 75 51 59 71 66 98 965
Neisseria meningitidis 0
Streptococcus ,A 9 13 21 10 15 11 6 8 6 5 9 11 124
Streptococcus pneumoniae 21 36 33 55 69 57 48 32 49 64 56 58 578
Corynebacterium diphtheriae 0

合　　計 92 107 129 157 218 192 129 91 114 140 131 167 1667  
 
 
 
 

３）分離材料：髄液

 

2) 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 2 3 6 3 5 4 4 6 7 7 6 9 62
Klebsiella pneumoniae 1 2 2 2 5 2 1 4 3 1 5 3 31
Haemophilus influenzae 0
Neisseria meningitidis 0
Pseudomonas aeruginosa 1 3 1 2 3 2 4 2 18
Mycobacterium spp. 0
Staphylococcus aureus 3 1 6 8 7 3 9 8 7 12 12 10 86
Staphylococcus  ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 2 3 3 1 6 4 2 4 6 5 7 7 50
Streptococcus pneumoniae 1 1
Anaerobes 4 1 10 8 12 5 7 10 6 7 9 6 85
Mycoplasma pneumoniae 0

合　　計 13 10 27 22 38 19 25 35 32 32 43 37 333  

 
3) 分離材料：髄液 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 1 1 2
Haemophilus influenzae 0
Neisseria meningitidis 0
Listeria monocytogenes 0
Staphylococcus aureus 1 1
Streptococcus ,B 1 1 2
Streptococcus pneumoniae 1 1

合　　計 1 1 0 2 0 0 0 0 1 0 1 0 6  
 
4) 分離材料：血液 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 88 63 65 59 57 76 88 86 58 79 80 79 878
Salmonella Typhi 0
Salmonella Paratyphi A 1 1
Salmonella  spp. 1 1 2
Haemophilus influenzae 1 2 1 2 2 8
Neisseria meningitidis 0
Pseudomonas aeruginosa 10 6 2 7 6 1 7 4 10 4 6 4 67
Staphylococcus aureus 34 28 22 26 26 13 25 25 18 21 26 29 293
Staphylococcus  ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 78 64 55 54 55 66 82 81 81 75 56 63 810
Streptococcus ,B 5 1 5 6 1 3 5 1 6 1 2 36
Streptococcus pneumoniae 5 6 3 4 1 3 2 3 3 1 31
Anaerobes 10 17 11 8 16 13 16 21 13 15 9 15 164
Plasmodium  spp. 0

　合　　計　 231 185 164 166 162 175 225 217 183 204 183 195 2290  

 
5) 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Bordetella pertussis 0
Haemophilus influenzae 62 58 75 92 134 124 75 51 59 71 66 98 965
Neisseria meningitidis 0
Streptococcus ,A 9 13 21 10 15 11 6 8 6 5 9 11 124
Streptococcus pneumoniae 21 36 33 55 69 57 48 32 49 64 56 58 578
Corynebacterium diphtheriae 0

合　　計 92 107 129 157 218 192 129 91 114 140 131 167 1667  
 
 
 
 

４）分離材料：血液

 

2) 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 2 3 6 3 5 4 4 6 7 7 6 9 62
Klebsiella pneumoniae 1 2 2 2 5 2 1 4 3 1 5 3 31
Haemophilus influenzae 0
Neisseria meningitidis 0
Pseudomonas aeruginosa 1 3 1 2 3 2 4 2 18
Mycobacterium spp. 0
Staphylococcus aureus 3 1 6 8 7 3 9 8 7 12 12 10 86
Staphylococcus  ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 2 3 3 1 6 4 2 4 6 5 7 7 50
Streptococcus pneumoniae 1 1
Anaerobes 4 1 10 8 12 5 7 10 6 7 9 6 85
Mycoplasma pneumoniae 0

合　　計 13 10 27 22 38 19 25 35 32 32 43 37 333  

 
3) 分離材料：髄液 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 1 1 2
Haemophilus influenzae 0
Neisseria meningitidis 0
Listeria monocytogenes 0
Staphylococcus aureus 1 1
Streptococcus ,B 1 1 2
Streptococcus pneumoniae 1 1

合　　計 1 1 0 2 0 0 0 0 1 0 1 0 6  
 
4) 分離材料：血液 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 88 63 65 59 57 76 88 86 58 79 80 79 878
Salmonella Typhi 0
Salmonella Paratyphi A 1 1
Salmonella  spp. 1 1 2
Haemophilus influenzae 1 2 1 2 2 8
Neisseria meningitidis 0
Pseudomonas aeruginosa 10 6 2 7 6 1 7 4 10 4 6 4 67
Staphylococcus aureus 34 28 22 26 26 13 25 25 18 21 26 29 293
Staphylococcus  ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 78 64 55 54 55 66 82 81 81 75 56 63 810
Streptococcus ,B 5 1 5 6 1 3 5 1 6 1 2 36
Streptococcus pneumoniae 5 6 3 4 1 3 2 3 3 1 31
Anaerobes 10 17 11 8 16 13 16 21 13 15 9 15 164
Plasmodium  spp. 0

　合　　計　 231 185 164 166 162 175 225 217 183 204 183 195 2290  

 
5) 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Bordetella pertussis 0
Haemophilus influenzae 62 58 75 92 134 124 75 51 59 71 66 98 965
Neisseria meningitidis 0
Streptococcus ,A 9 13 21 10 15 11 6 8 6 5 9 11 124
Streptococcus pneumoniae 21 36 33 55 69 57 48 32 49 64 56 58 578
Corynebacterium diphtheriae 0

合　　計 92 107 129 157 218 192 129 91 114 140 131 167 1667  
 
 
 
 

５）分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料

 

6) 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道の材料 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Mycobacterium tuberculosis 4 2 2 2 3 1 5 5 2 3 3 5 37
Klebsiella pneumoniae 44 53 50 34 31 39 37 58 62 49 62 43 562
Haemophilus influenzae 58 32 37 46 59 48 47 38 25 35 56 48 529
Legionella pneumophila 1 1 1 1 1 1 6
Pseudomonas aeruginosa 41 37 45 35 47 61 51 63 55 62 76 54 627
Staphylococcus aureus 163 169 155 146 142 108 132 140 107 152 153 150 1717
Streptococcus ,A 3 1 1 2 2 1 2 1 2 1 1 17
Streptococcus ,B 31 21 17 7 14 10 19 14 12 21 12 11 189
Streptococcus pneumoniae 49 29 36 26 37 30 28 37 25 36 33 34 400
Anaerobes 0
Mycoplasma pneumoniae 0

合　　計 393 345 344 299 335 297 320 357 289 361 397 347 4084  

 
7) 分離材料：尿 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 274 240 245 231 257 247 299 279 236 273 276 264 3121
Enterobacter  spp. 16 15 14 7 17 20 16 19 14 21 27 13 199
Klebsiella pneumoniae 41 37 51 31 39 42 38 47 53 65 50 48 542
Acinetobacter  spp. 2 2 4 1 1 6 3 2 5 4 5 35
Pseudomonas aeruginosa 34 35 34 37 32 26 26 40 29 46 38 34 411
Staphylococcus aureus 29 16 21 21 28 23 32 19 24 30 39 22 304
Staphylococcus  ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 26 26 77 33 48 60 50 49 80 44 44 69 606
Enterococcus  spp. 73 73 75 81 87 87 70 63 91 97 88 78 963
Candida albicans 19 15 30 31 25 18 20 14 22 23 26 21 264

合　　計 514 459 551 473 534 529 551 533 551 604 592 554 6445  

 
8) 分離材料：陰部尿道頸管擦過(分泌)物 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Neisseria gonorrhoeae 1 1 1 1 4
Streptococcus ,B 55 51 47 69 70 65 59 62 35 62 39 66 680
Clamydia trachomatis 1 1 2 1 1 1 1 8
Ureaplasma 1 1
Candida albicans 39 40 55 30 61 48 60 61 44 59 49 45 591
Trichomonas vaginalis 0

合　　計 94 93 103 102 132 114 120 123 81 122 88 112 1284  
 

６）分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道の材料
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6) 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道の材料 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Mycobacterium tuberculosis 4 2 2 2 3 1 5 5 2 3 3 5 37
Klebsiella pneumoniae 44 53 50 34 31 39 37 58 62 49 62 43 562
Haemophilus influenzae 58 32 37 46 59 48 47 38 25 35 56 48 529
Legionella pneumophila 1 1 1 1 1 1 6
Pseudomonas aeruginosa 41 37 45 35 47 61 51 63 55 62 76 54 627
Staphylococcus aureus 163 169 155 146 142 108 132 140 107 152 153 150 1717
Streptococcus ,A 3 1 1 2 2 1 2 1 2 1 1 17
Streptococcus ,B 31 21 17 7 14 10 19 14 12 21 12 11 189
Streptococcus pneumoniae 49 29 36 26 37 30 28 37 25 36 33 34 400
Anaerobes 0
Mycoplasma pneumoniae 0

合　　計 393 345 344 299 335 297 320 357 289 361 397 347 4084  

 
7) 分離材料：尿 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 274 240 245 231 257 247 299 279 236 273 276 264 3121
Enterobacter  spp. 16 15 14 7 17 20 16 19 14 21 27 13 199
Klebsiella pneumoniae 41 37 51 31 39 42 38 47 53 65 50 48 542
Acinetobacter  spp. 2 2 4 1 1 6 3 2 5 4 5 35
Pseudomonas aeruginosa 34 35 34 37 32 26 26 40 29 46 38 34 411
Staphylococcus aureus 29 16 21 21 28 23 32 19 24 30 39 22 304
Staphylococcus  ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 26 26 77 33 48 60 50 49 80 44 44 69 606
Enterococcus  spp. 73 73 75 81 87 87 70 63 91 97 88 78 963
Candida albicans 19 15 30 31 25 18 20 14 22 23 26 21 264

合　　計 514 459 551 473 534 529 551 533 551 604 592 554 6445  

 
8) 分離材料：陰部尿道頸管擦過(分泌)物 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Neisseria gonorrhoeae 1 1 1 1 4
Streptococcus ,B 55 51 47 69 70 65 59 62 35 62 39 66 680
Clamydia trachomatis 1 1 2 1 1 1 1 8
Ureaplasma 1 1
Candida albicans 39 40 55 30 61 48 60 61 44 59 49 45 591
Trichomonas vaginalis 0

合　　計 94 93 103 102 132 114 120 123 81 122 88 112 1284  
 

７）分離材料：尿

 

6) 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道の材料 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Mycobacterium tuberculosis 4 2 2 2 3 1 5 5 2 3 3 5 37
Klebsiella pneumoniae 44 53 50 34 31 39 37 58 62 49 62 43 562
Haemophilus influenzae 58 32 37 46 59 48 47 38 25 35 56 48 529
Legionella pneumophila 1 1 1 1 1 1 6
Pseudomonas aeruginosa 41 37 45 35 47 61 51 63 55 62 76 54 627
Staphylococcus aureus 163 169 155 146 142 108 132 140 107 152 153 150 1717
Streptococcus ,A 3 1 1 2 2 1 2 1 2 1 1 17
Streptococcus ,B 31 21 17 7 14 10 19 14 12 21 12 11 189
Streptococcus pneumoniae 49 29 36 26 37 30 28 37 25 36 33 34 400
Anaerobes 0
Mycoplasma pneumoniae 0

合　　計 393 345 344 299 335 297 320 357 289 361 397 347 4084  

 
7) 分離材料：尿 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Escherichia coli 274 240 245 231 257 247 299 279 236 273 276 264 3121
Enterobacter  spp. 16 15 14 7 17 20 16 19 14 21 27 13 199
Klebsiella pneumoniae 41 37 51 31 39 42 38 47 53 65 50 48 542
Acinetobacter  spp. 2 2 4 1 1 6 3 2 5 4 5 35
Pseudomonas aeruginosa 34 35 34 37 32 26 26 40 29 46 38 34 411
Staphylococcus aureus 29 16 21 21 28 23 32 19 24 30 39 22 304
Staphylococcus  ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性 26 26 77 33 48 60 50 49 80 44 44 69 606
Enterococcus  spp. 73 73 75 81 87 87 70 63 91 97 88 78 963
Candida albicans 19 15 30 31 25 18 20 14 22 23 26 21 264

合　　計 514 459 551 473 534 529 551 533 551 604 592 554 6445  

 
8) 分離材料：陰部尿道頸管擦過(分泌)物 

菌種・群・型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Neisseria gonorrhoeae 1 1 1 1 4
Streptococcus ,B 55 51 47 69 70 65 59 62 35 62 39 66 680
Clamydia trachomatis 1 1 2 1 1 1 1 8
Ureaplasma 1 1
Candida albicans 39 40 55 30 61 48 60 61 44 59 49 45 591
Trichomonas vaginalis 0

合　　計 94 93 103 102 132 114 120 123 81 122 88 112 1284  
 

８）分離材料：陰部尿道頸管擦過 ( 分泌 ) 物

 

Staphylococcus aureus

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

糞便 MRSA 10 9 9 7 9 8 6 8 5 8 7 14 100
MSSA 9 12 19 3 15 12 12 21 9 8 12 11 143
未検査 0
件数 19 21 28 10 24 20 18 29 14 16 19 25 243

穿刺液　　 MRSA 1 4 3 0 1 2 1 3 1 1 0 17
MSSA 0 3 4 2 6 1 9 2 4 4 1 8 44
未検査 0
件数 1 3 8 5 6 2 11 3 7 5 2 8 61

髄液　 MRSA 0 0 0 0 0 0 0 0 0
MSSA 0 0 0 0 0 0 0 0 0
未検査 0
件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

血液　 MRSA 5 4 10 6 8 7 16 13 7 8 0 7 91
MSSA 22 20 14 17 22 14 25 24 15 15 11 30 229
未検査 0
件数 27 24 24 23 30 21 41 37 22 23 11 37 320

呼吸器 MRSA 65 56 49 49 62 59 53 63 62 69 72 52 711
MSSA 79 61 84 74 82 55 77 77 80 63 68 60 860
未検査 0
件数 144 117 133 123 144 114 130 140 142 132 140 112 1571

尿 MRSA 6 5 4 10 12 6 14 10 16 9 8 13 113
MSSA 18 13 18 8 18 15 14 11 17 16 14 17 179
未検査 0
件数 24 18 22 18 30 21 28 21 33 25 22 30 292

その他 MRSA
MSSA
未検査
件数  
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平成 30年度富山県食品衛生検査の精度管理調査
－微生物学的検査－

金谷　潤一　　綿引　正則　　木全　恵子　　加藤　智子
内田　薫　　　磯部　順子

Quality  Control  of  the  Bacterial  Testing  of  Foods  for 
Good  Laboratory  Practice  in  Toyama  Prefecture（2018）

Jun-ichi  KANATANI,  Masanori  WATAHIKI,  Keiko  KIMATA,  Tomoko  KATO,
Kaoru  UCHIDA  and  Junko  ISOBE

目的：本県では，富山県食品衛生検査業務管理要
綱 [1] に基づき，平成 11 年から県内の食品衛生
検査機関に対して，検査水準の維持，向上を目的
として精度管理調査を実施している．平成 30 年
度の微生物学的検査の精度管理調査は，牛乳中に
添加した生菌数測定および加熱食肉製品（加熱殺
菌後包装）中の黄色ブドウ球菌検査（成分規格　
1000 以下／ g）を実施した．検査用試料は，衛
生研究所で調製後，各検査機関に配布した．各々
の検査結果の報告を集計・解析し，評価を行った
ので報告する．

材料と方法：新川厚生センター，中部厚生セン
ター，高岡厚生センター，砺波厚生センター，食
肉検査所，富山市保健所および衛生研究所の 7
機関を対象とし，平成 31 年 1 月 29 日～ 2 月 6
日に実施した．
　生菌数測定用の検体（牛乳 10 ml）は，2 検体
の菌数がそれぞれ 1.3 × 104 CFU/ml（牛乳 A），
1.3×103 CFU/ml（牛乳 B）となるよう枯草菌（栄
研化学）を，市販品牛乳（常温保存可）に添加し
作製した．なお，牛乳原液の生菌数は 0 CFU/ml
であった．菌数測定は各機関の検査実施標準作業
書（SOP）に準拠して行うこととした．得られた
各機関の 2 回の実測値を用いて，標準偏差（SD），
変動係数，Z スコアを算出した．Z スコアは別名

「標準測度」と呼ばれ，「Z ＝（測定値－測定値平
均）／測定値標準偏差」の計算式で求められ，そ
の絶対値によって各機関の測定値を評価できる．
判断基準は｜ Z ｜≦ 2 のとき ｢良好｣，2 < ｜ Z
｜ < 3 のとき ｢改善が必要かどうかの検討必要｣，
3 ≦｜ Z ｜のとき ｢改善措置を要する｣ となっ
ている．
　黄色ブドウ球菌検査用の模擬食品は，市販のコ
ンビーフに黄色ブドウ球菌およびブドウ球菌（卵
黄反応およびコアグラーゼ試験陰性）の培養液を
表 1 の通り接種して作製した．なお，コンビー
フの黄色ブドウ球菌数は 50 未満 CFU/g であっ
た．検査法は，各機関の検査実施標準作業書（SOP）
に準拠して行うこととした．

結果：各機関の成績は表 2 に示した．牛乳 A に
ついては，報告された測定値（各機関の実測値 2
回を平均した値）の平均は 1.23 × 104 CFU/ml，
最大値 1.39 × 104 CFU/ml，最小値 9.20 × 103 
CFU/ml であった．標準偏差（SD）は 1565.10
となり，すべての機関が平均値 ± 2SD（9112.67 
～ 15373.05）の範囲内であった．Z スコアの絶
対値もすべて 2 以下で，ばらつき度合いは良好
と判断された．各機関の実測値を見ると，標準
偏差（SD）は 1564.86 となり，機関 No. 7 の 1
回の値が平均値 ± 2SD（9113.13 ～ 15372.58）

表１．模擬食品における添加細菌と菌数
試料名 添加細菌 菌数

模擬食品 C 黄色ブドウ球菌 約 1.8×104 CFU/g

模擬食品 D ブドウ球菌 約 7.2×103 CFU/g

模擬食品 E 未接種（精製水 2 ml） 50 未満 CFU/g
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の範囲を超えた．実測値の Z スコアの絶対値は，
ほとんどが 2 以下であったが，機関 No. 7 の 1
回の値が 2 を超えた．
　牛乳 B については，報告された測定値の平
均 は 1.24 × 103 CFU/ml， 最 大 値 1.44 × 103 
CFU/ml，最小値 1.14 × 103 CFU/ml であった．
標準偏差（SD）は 95.77 となり，機関 No. 2 の
値が平均値 ± 2SD（1049.88 ～ 1432.98）の範
囲を超えた．Z スコアの絶対値は，ほとんどが 2
以下であったが，機関 No. 2 の値が 2 を超えた．
各機関の実測値を見ると，標準偏差は 103.32 と
なり，機関 No. 2 の 1 回の値が平均値 ± 2SD

（1034.79 ～ 1448.07）の範囲を超えた．実測値
の Z スコアの絶対値は，ほとんどが 2 以下であっ
たが，機関 No. 2 の 1 回の値が 2 を超えた．
　平成 26 ～ 30 年度において，生菌数の測定値
および実測値の Z スコアを示した（図 1，2）．
測定値については，機関 No. 2 の 1 回の値が 2<

｜ Z ｜ <3 であった．実測値については，機関
No. 2 の 1 回の値，機関 No. 6 の 2 回の値，機
関 No. 7 の 1 回の値が 2< ｜ Z ｜ <3 であった．
　平成 25 年度から平成 29 年度までの 5 年間に
おいて，生菌数の測定値及び実測値の Z スコア
を示した（図 1，2）．測定値はいずれも 2 未満
であったが，実測値については，機関 No. 6 の 3
回が 2< ｜ Z ｜ <3 であった．
　黄色ブドウ球菌検査については，すべての機関
が食品 C から基準値（1,000 以下／ g）を上回る
黄色ブドウ球菌数を検出できた．一方，卵黄反
応およびコアグラーゼ試験陰性のブドウ球菌を
接種した食品 D からは，すべての機関で黄色ブ
ドウ球菌は検出されなかった（50 未満／ g）．ま
た，精製水のみを接種した食品 E からは，すべ
ての機関で黄色ブドウ球菌数不検出（50未満／g）
となり，検査精度に問題はなかった．

 

表2．平成30年度富山県食品衛生精度管理調査結果

A．牛乳A生菌数

機関名 生菌数 測定値 Zスコア 実測値 Zスコア

12900 0.42
14000 1.12
13900 1.06
13800 1.00
10900 -0.86
11900 -0.22
12600 0.23
12100 -0.09
12100 -0.09
12700 0.29
13700 0.93
12400 0.10

9500 -1.75
8900 -2.14

平均値（X) 1.23×104 12242.86 12242.86
標準偏差（SD) 1565.10 1564.86

X+2SD 15373.05 15372.58
X-2SD 9112.67 9113.13

B．牛乳B生菌数

機関名 生菌数 測定値 Zスコア 実測値 Zスコア

1210 -0.30
1270 0.28
1500 2.50
1380 1.34
1200 -0.40
1160 -0.79
1280 0.37
1190 -0.50
1230 -0.11
1250 0.08
1230 -0.11
1210 -0.30
1050 -1.85
1220 -0.21

平均値（X) 1.24×103 1241.43 1241.43
標準偏差（SD) 95.77 103.32

X+2SD 1432.98 1448.07
X-2SD 1049.88 1034.79

C．模擬食品からの黄色ブドウ球菌検出

機関名

No. 1
No. 2
No. 3
No. 4
No. 5
No. 6
No. 7

9.20×103

1.24×103

1.22×103

1.14×103

1.44×103

1.18×103

1.24×103

1.24×103

1.35×104

1.39×104

1.14×104

1.24×104

1.24×104

1.31×104

1220 -0.22

1135 -1.11

1235 -0.07

1240 -0.01

1440 2.07

1180 -0.64

-0.01

12400

13050

9200

-0.54

0.07

0.10

0.52

-1.94

1240

13450

13850

11400

12350

0.77

1.03

No. 5

No. 6

No. 7

No. 1

No. 1

No. 2

No. 3

No. 4

No. 6

No. 7

No. 2

No. 3

No. 4

No. 5

陽性（14000/g）
陽性（11000/g）

陽性（14000/g）
食品C

陽性（13050/g）
陽性（14050/g）
陽性（16200/g）
陽性（13550/g）

陰性（50未満/g）
陰性（50未満/g）
陰性（50未満/g）
陰性（50未満/g）

食品D
陰性（50未満/g）
陰性（50未満/g）
陰性（50未満/g）

陰性（50未満/g）
陰性（50未満/g）
陰性（50未満/g）
陰性（50未満/g）

食品E
陰性（50未満/g）
陰性（50未満/g）
陰性（50未満/g）

表２．平成 30年度富山県食品衛生精度管理調査結果
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考察：平成 26 ～ 30 年度において，生菌数の測
定値の Z スコアをみると，1 つの機関（計 1 回）
で Z スコアが 2 < ｜ Z ｜ < 3 の範囲であった．
実測値をみると，3 つの機関（計 4 回）で Z ス
コアが 2 < ｜ Z ｜ < 3 の範囲であった．Z スコア
の絶対値が 2 を越えた場合，機関内でその原因
を精査し，ばらつきが小さくなるよう改善する必
要がある．しかし，この精度管理調査の参加機関
は多くないため，全体的な測定値のばらつきが小
さい場合，少しの変動が Z スコアに大きく影響
する場合があるので，本調査における Z スコア
だけでその測定方法等を否定できない．これらの
機関については，民間機関が実施する外部精度管
理にも参加し，適正な範囲に入る結果を得られる
か検討することが望ましい．
　黄色ブドウ球菌による食中毒は，日本の衛生管
理水準が高くなってから減少しているため，食中
毒の検査として黄色ブドウ球菌を検出することは
まれになった．しかし，洋生菓子からこの菌を検
出してはいけないこととなっているため，この検
査の必要性は高い．また平成 27 年には，国際整
合性を図る観点から試験法が改正され，選択分
離培地として ISO 6888-1 にあるベアード・パー
カー寒天培地も盛り込まれた（従来から広く用い

られている 3% 卵黄加マンニット食塩寒天培地も
使用可能）．このような背景から，今回の精度管
理では黄色ブドウ球菌数の測定を検査項目として
選定した．
　黄色ブドウ球菌は，卵黄反応およびコアグラー
ゼ試験によって同定される．今回，食品 D に添
加したブドウ球菌は卵黄反応陰性であるため，選
択培地上で判別可能である．今年度は，全ての
機関で食品 D から黄色ブドウ球菌は検出されな
かった．また，全ての機関で食品 C からのみ基
準値（1000 以下／ g）を上回る黄色ブドウ球菌
数を検出することができ，検査精度に問題はな
かった．1 機関ではベアード・パーカー寒天培地
を使用していたが，判定に問題はなかった．黄色
ブドウ球菌は選択培地での発育が遅い場合もあ
り，また，市販生培地での発育形態に特徴がある
ことから，定期的に精度管理を実施し，使用する
培地での陽性コントロールの発育を確認すること
が望ましい．

文　　献

1.　�富山県厚生部長通知，薬食 1,229 号，平成
10 年 12 月 16 日
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平成 30年度富山県水道水質検査精度管理調査結果

村元　達也　　中山恵理子　　健名　智子

Survey  Results  of  Quality  Assessment  for  Drinking  Water  in  Toyama （2018）

Tatsuya  MURAMOTO,  Eriko  NAKAYAMA  and  Tomoko  KEMMEI

目的：富山県では，平成 8 年度より，県内の水質
検査機関における試験分析技術及び検査精度の向
上を図るため，県内検査機関を対象に，「富山県
水道水質検査精度管理実施要領」に基づく精度管
理事業を実施している．この事業において，当所
は配布検体の作製，参加機関から報告されたデー
タの集計及び解析並びに技術研修を担当してい
る．今回，平成 30 年度に実施した TOC，水銀及
びその化合物（以下，水銀とする．）の精度管理
事業の調査結果についてまとめたので報告する．

材料と方法：
⑴　検査項目：TOC，水銀
⑵　検体の配布年月日：平成 31 年 1 月 22 日
⑶　参加機関：富山県内で水道水等の水質検査を
実施している検査機関で，水道事業者，水道用水
供給事業者，水道法第 20 条に規定する登録検査
機関及び地方公共団体の 20 機関
⑷　配布検体：TOC 測定用検体は，検体配布
前日に衛生研究所の水道水に全有機炭素標準液

（1,000 mg/L：関東化学株式会社製）を 0.4 mg/
L 相当になるよう添加して作製したもので，配布
に際し，TOC の濃度範囲は 0.3 ～ 3 mg/L であ
ると明示した．あらかじめ任意の 3 本を抜き出
して TOC を測定したところ，そのビン間変動係
数は 2.1% であった．また，検体配布 3 日後（平
成 31 年 1 月 25 日），7 日後（平成 31 年 1 月 29
日）においても TOC 濃度に変化はなく，配布検
体間の濃度のばらつきや測定日の違いによる測定
値の差は無視できる範囲であると考えられた．
　水銀の検体は，検体配布前日に衛生研究所の
水道水に，硝酸を検体 1 L につき 10mL 加えた
後，水銀標準液（100 mg/L：富士フイルム和光
純薬株式会社製）を 0.001% L- システイン溶液
を用いて 2 段階で希釈調製した標準液（0.1 mg/
L）を 0.00008 mg/L 相当になるよう添加して作

製したもので，配布に際し，水銀の濃度範囲は
0.00005 ～ 0.0005 mg/L であると明示した．あ
らかじめ任意の 3 本を抜き出して水銀を測定し
たところ，そのビン間変動係数は 2.0% であった．
また，検体配布 7 日後（平成 31 年 1 月 29 日），
14 日後（平成 31 年 2 月 5 日）においても水銀
濃度に変化はなく，配布検体間の濃度のばらつき
や測定日の違いによる測定値の差は無視できる範
囲であると考えられた．
⑸　検査方法及び検査結果：検査は当該検査項目
の検査担当者が日常の検査業務と同じ方法を用い
て 5 回の併行測定を行うこととした．検査結果
は 5 回の併行測定値を有効数字 3 桁で報告する
こととし，その平均値を有効数字 4 桁まで求め，
各機関の測定値として解析を行った．
⑹　集計項目
変動係数（CV%）＝各機関の標準偏差／ x ×100
誤差率（E%）＝（x － X1）/X1 ×100
範囲（R）＝｜最大値－最小値｜
Z スコア（Z）＝（x － X2）/ σ
ｘ：各機関の測定値
X1：全体の中央値
X2：全体の平均値
σ：全体の標準偏差

結果と考察：
⑴　TOC 
　TOC の精度管理には 20 機関が参加した．19
機関が ( 株 ) 島津製作所製全有機炭素計（燃焼酸
化法）を用い，1 機関（l 機関）がセントラル科
学 ( 株 ) 製全有機炭素計（ガス透過膜式導電率測
定方式）を用いて測定を行っていた．
　各機関の測定値を大きさの順に並べて表 1 に，
またその度数分布を図 1 に示す．20 機関の測定
値の平均値 ± 標準偏差は 0.6503 ± 0.0325 mg/L
であった．各機関内での併行測定における室内変
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動係数は 0.4 ～ 2.6%，20 機関間の室間変動係数
は 5.0% であった．誤差率が中央値 ±20% の範囲
から外れる機関はなかった．
　Xbar-R 管理図を図 2 に示す．t 機関の測定値
が平均値 ±2 標準偏差の範囲（0.5853 ～ 0.7153 
mg/L）から外れた．範囲の上方管理限界値（UCL）
は 0.0419 mg/L であった．
　Z スコアの順位を図 3 に示す．Z スコアの評価
基準は，｜Z｜≦ 2 の場合を「満足」，2 ＜｜Z｜
＜ 3 の場合を「疑わしい」，3 ≦｜Z｜の場合を「不
満足」とした．t 機関が「疑わしい」と評価された．

「不満足」と評価される機関はなかった．
検査方法告示 [1] では，検量線の作成に際して “ 装
置の補正方法に従い検量線に相当する補正を行
う ” とされている．17 機関が原点移動により検
量線の補正を行っていたが，3 機関（a，b 及び i
機関）が補正を行っていなかった．また，1 機関

（c 機関）は原点移動による補正を行った後，補
正した検量線から算出したブランク値を差し引い
て TOC を算出していた．検量線の補正を適切に
行わないと，特に低濃度の試料で測定値に影響が
出るため，使用機器の補正方法に従った補正を行
う必要がある．また，ブランク値は分析機器の状
態を表す指標となるので，常にチェックすること
が望ましい．
⑵　水銀
　水銀の精度管理には 17 機関が参加した．すべ
ての機関が日本インスツルメンツ株式会社製の還
元気化水銀測定装置を使用し，そのうち 8 機関
が前処理から測定までのすべての過程を全自動で
行う装置を，またその他 8 機関が試薬を自動注
入する装置を用いていた．
　各機関の測定値を大きさの順に並べて表 2 に，
またその度数分布を図 4 に示す．誤差率が中央値
±10% の範囲から外れた．A，P 及び Q 機関のデー
タを棄却し，棄却された機関のデータを除いて
各計算値を算出したところ，14 機関の測定値の
平均値 ± 標準偏差は 0.00007682 ± 0.00000311 
mg/L であった．各機関内での併行測定における
室内変動係数は 0.4 ～ 4.6%，14 機関間の室間変
動係数は 4.1% であった．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

検査機関 測定値 x 変動係数 CV% 誤差率 E%

(mg/L) (%) (%)

a 0.5932 2.1 -10.1

b 0.5964 0.4 -9.6

c 0.6048 0.5 -8.3

d 0.6140 1.1 -6.9

e 0.6270 1.2 -4.9

f 0 .6310 0.8 -4.3

g 0.6378 0.5 -3.3

h 0.6396 0.6 -3.0

i 0 .6458 1.8 -2.1

j 0 .6588 2.6 -0.1 中央値 X1

k 0.6602 1.0 0.1 0 .6595

l 0 .6634 0.6 0.6

m 0.6650 1.2 0.8

n 0.6688 1.6 1.4

o 0.6692 2.3 1.5

p 0.6718 1.7 1.9

q 0.6728 1.6 2.0

r 0 .6738 0.6 2.2

s 0.6972 1.4 5.7

t 0 .7158 1.2 8.5

機関数 20

平均値 X2 (mg/L) 0.6503

標準偏差 σ (mg/L) 0.0325

変動係数 (%) 5.0

表1．TOC 結果 

図 1．TOC ヒストグラム 

表 1．TOC 結果
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

図2．TOC Xbar-R管理図 

図 3．TOC Zスコアの順位 
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検査機関 測定値 x 変動係数 CV% 誤差率 E%

(mg/L) (%) (%)

a 0.5932 2.1 -10.1

b 0.5964 0.4 -9.6

c 0.6048 0.5 -8.3

d 0.6140 1.1 -6.9

e 0.6270 1.2 -4.9

f 0 .6310 0.8 -4.3

g 0.6378 0.5 -3.3

h 0.6396 0.6 -3.0

i 0 .6458 1.8 -2.1

j 0 .6588 2.6 -0.1 中央値 X1

k 0.6602 1.0 0.1 0 .6595

l 0 .6634 0.6 0.6

m 0.6650 1.2 0.8

n 0.6688 1.6 1.4

o 0.6692 2.3 1.5

p 0.6718 1.7 1.9

q 0.6728 1.6 2.0

r 0 .6738 0.6 2.2

s 0.6972 1.4 5.7

t 0 .7158 1.2 8.5

機関数 20

平均値 X2 (mg/L) 0.6503

標準偏差 σ (mg/L) 0.0325

変動係数 (%) 5.0

表1．TOC 結果 
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　Xbar-R 管 理 図 を 図 5 に 示 す．A，P 及 び
Q 機関の測定値が平均値 ±2 標準偏差の範囲

（0.00007060 ～ 0.00008304 mg/L）から外れた．
範囲の UCL は 0.0000719 mg/L であった．
　Z スコアの順位を図 6 に示す．A 機関が Z ス
コアにより「疑わしい」と，P 及び Q 機関が「不
満足」と評価された．
　棄却された 3 機関のうち，A 及び P 機関につ
いては，測定値が外れた明確な原因は分からな
かった．Q 機関は，検量線溶液に L- システイン
を添加することにより，測定値が中央値 ±10%
の範囲に入り改善された．
　L- システインには水銀濃度の減衰を防ぐ効果

があり，特に共存する夾雑成分の少ない精製水を
溶媒とする検量線用標準液などの場合，調製後の
時間の経過にともない，L- システイン添加の有
無により水銀濃度に差を生じるが，速やかに測定
を実施した場合は，測定値に極端な差はないこと
を確認している．ただし，調製から測定に至るま
での経過時間が長いと測定値の差が大きくなると
考えられ，注意が必要である．
　また，測定結果に影響を与える重要な要因とし
て，検量線用の標準液の調製及び試験操作の精度
がある．特に検量線については，過度な高倍率の
希釈は避けるべきで，多段階に分けて希釈を行う
場合においては，一操作の精度が悪いと誤差を生
じる危険性が上がる．

文　　献

1．�厚生労働省（2003），平成 15 年 7 月 22 日厚
生労働省告示第 138 号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

検査機関 測定値 x 変動係数 CV% 誤差率 E%

(mg/L) (%) (%)

A 0.00006810 3.4 -10 .6 棄却

B 0.00007240 1.8 -5.0

C 0.00007308 4.6 -4.1

D 0.00007330 1.3 -3.8

E 0.00007390 3.4 -3.0

F 0.00007532 4.1 -1.1

G 0.00007522 1.0 -1.3

H 0.00007618 0.9 0.0 中央値 X1

I 0 .00007620 0.9 0.0 0.00007619

J 0.00007868 0.5 3.3

K 0.00007916 1.1 3.9

L 0.00007960 0.4 4.5

M 0.00008000 0.5 5.0

N 0.00008090 1.5 6.2

O 0.00008156 2.1 7.0

P 0.00009040 1.6 18.7 棄却

Q 0.00011080 1.2 45.4

機関数 17

棄却後機関数 14

平均値 X2 (mg/L) 0.00007682

標準偏差 σ (mg/L) 0.00000311

変動係数 (%) 4 .1

表2．水銀 結果 

図 4．水銀 ヒストグラム 
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図5．水銀 Xbar-R管理図 

図 6．水銀 Zスコアの順位 
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図5．水銀 Xbar-R管理図 
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